
第7回
アシタシア
サロン

登壇者紹介

千葉大学大学院工学研究院 教授　安森 亮雄 氏

名古屋外国語大学世界教養学部 准教授　石田 聖子 氏

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング
政策研究事業本部 地区本部副本部長　永柳 宏 氏
1962 年愛知県生まれ。中部地域の多くの都市プロジェクト、まちづくり、
産業拠点整備、公共経営改革に参画。アシタシア・アドバイザー。技術士 （都
市・地方計画）・一級建築士。

愛知大学経営学部 教授　太田 幸治
1974 年静岡県引佐郡細江町 （現：浜松市北区細江町）生まれ。専攻は、
流通論、マーケティング。近著に『はじまりのアートマネジメント』（共著、
水曜社、2021年） 等がある。

愛知大学地域政策学部 教授　戸田 敏行
1956 年兵庫県生まれ。豊橋技術科学大学大学院博士課程環境・生命工学
修了、博士 （工学）。専門は都市地域計画、特に越境地域計画を進めている。
2013 年より愛知大学三遠南信地域連携研究センター長。

右のQRコードを読み取ると、下記URLの
アシタシア公式サイトに移動します。サイ
トから会場またはWEB参加の登録をして
ご参加ください（メールアドレス必須）。

2022年3月4日（金） 無料 定員
②WEB参加 制限なし
①会場参加 150名

申　込

参加費18:00～20:00
会場：

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止による愛知大学の入構制限により、会場参加が
不可になる場合があります。公式サイトで最新情報をご確認の上ご来場ください。

※ 質疑は会場参加の方のみとさせていただきます。 https://asitasia.aichi-u.ac.jp/topics/salon7

①愛知大学名古屋キャンパス
グローバルコンベンションホール

②WEB参加

申込先着順

（開場時間 17:30 ）

まちづくり、人づくりの両面から、大学とマチの有機的な関係構築が求められています。
歴史ある欧州の学園都市をモデルに、名古屋都心部ささしまにおいて文系総合大学
である愛知大学が、どのような役割を担っていくべきかを考えます。

大学とマチの
新たな関係を考える
ーささしままるごとキャンパスに向けてー

1972 年東京都生まれ、愛知県育ち。1996 年東京工業
大学建築学科卒業、オランダ・ベルラーへ・インスティ
テュート留学、東京工業大学大学院博士課程を経て、
助教。2009 年宇都宮大学准教授。2020 年～千葉大学
教授 （工学研究院建築学コース、キャンパス整備企画室
長）。博士 （工学）・一級建築士。

名古屋外国語大学准教授。博士 （学術、演劇映画学）。
2009 年から 2014 年までボローニャ大学大学院芸術学
研究科にて留学・研究。専門はイタリア文学・映画。
主要編著書に 『世界は映画でできている』 （共著、2021
年）。

愛知大学三遠南信地域連携研究センター長　戸田 敏行
● 開会あいさつ・趣旨説明（18:00～18:05）

千葉大学大学院工学研究院 教授　安森 亮雄 氏
● 講演1（18:05～18:30）

名古屋外国語大学世界教養学部 准教授　石田 聖子 氏
● 講演2（18:30～18:55）

千葉大学 教授　安森 亮雄 氏
名古屋外国語大学 准教授　石田 聖子 氏
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング
政策研究事業本部 地区本部副本部長　永柳 宏 氏

愛知大学経営学部 教授　太田 幸治

愛知大学地域政策学部 教授　戸田 敏行

● パネルディスカッション・質疑応答（19:00～20:00）

プログラム

まちのようにキャンパスをつくり、
キャンパスのようにまちをつかう
 ～日本と海外の事例から～ 

ボローニャの文化・地域形成に果たした
大学の役割 

パネラー

コーディネーター

（登壇者はリモート参加の場合があります）

写真提供：ピクスタ 

愛知大学名古屋キャンパス　名古屋市中村区平池町４丁目６０番６
主催　愛知大学 三遠南信地域連携研究センター
お問合わせ先　広報課  E-mail：asitasia@ml.aichi-u.ac.jp   TEL:052-937-6762

アシタシア
公式サイトは
こちら

文部科学省私立大学研究ブランディング事業
公開講座(どなたでも申し込み可能)




